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ルアー開発に大きな“あたり”が……
いずれは世界進出も視野に入れて

株式会社TAPP

ニューヨーク近代美術館MoMAにセレクトされたイカ型USB。

小型化されたイカのルアー。
小型化により対象魚が増え、
釣果も上がると評判になった。

『ロックフィッシュ地獄
2016-2017』の表紙
とそのトビラに掲載さ
れた同社の広告。

　TAPP（タップ）という会社をご存じだろうか。ユ
ニークな商品開発に取り組み、そのひとつイカ型USB
メモリーは富山プロダクツに選定されたばかりか、
ニューヨーク近代美術館MoMAにもセレクトされ、一
躍脚光を浴びた。また独自の技術や製品、サービスを
提供している企業を顕彰する射水市の「きらりカンパ
ニー顕彰事業」で、創業5年未満の企業を対象にし
たルーキー賞に輝くなど、昇龍の勢いを持つ企業だ。
　特にここ2～3年注目を集めているのは、同社が開
発したイカ型のルアー（釣具の一種、疑似餌）である。
その開発にあたっては「魚の生態や特性を知らない
といけない」といって、丸山達平社長は平成25～26
年の2年間、漁師になったのだ。
　「もともと私は鋳物の原型づくりが仕事でしたが、造
形の技術を生かして釣具をつくりたいと思うようになり
ました。そこで単に既製品を真似るのではなく、魚のこ
とを身をもって知り、それを商品開発に生かしたいと考
え、新湊の漁師の方々のご協力を得て船に乗せてい

ただき、魚のことを教えていただきました。それが釣具
開発のヒントになっています」
　そういいながら丸山社長はホタルイカ型のルアーを
取り出し、「最初につくったときはもっと大きかったので
すが、小型化やバリエーション展開をするにあたって
新世紀産業機構の助成事業を活用させていただきま
した」と続けた。

漁師になって得た成果を漁具に反映

　それは「若者・女性等創業チャレンジ支援事業」で
ある。同社ではこの事業に採択されたのを機に、イカ
型ルアーの小型化と本物のイカの動きに似せるような
工夫も行ったのだ。
　「水揚げされたばかりのホタルイカはイキイキ・ツヤ
ツヤしていて、魚屋で見るのとはまったく違う。ブリやフ
クラギ、タイなどは生きて泳いでいるイカをエサにして
いるわけですから、それに近づけるのが正解で、バリ

エーション展開もそこから始まると思ったのです」
　漁師の経験があるだけに、氏の弁には重みがある。
　この小型化したイカのルアーを、同事業の支援を受
けて出展した釣具の展示会「名古屋キープキャスト
2016」で紹介したところ、バイヤーだけでなく一般客
の“食いつき”もよく、幸先のよいスタートに。そして実
際に購入した釣り人からは「釣果が上がる」と絶賛さ
れるようになった。
　この商品開発と販路開拓に手応えを感じた丸山社
長。28年度に入って今度は「とやま中小企業チャレン
ジファンド事業（小さな元気企業応援事業）」の採択
を受けて、高岡銅器の鋳物の技術を応用してルアー
の開発と販路開拓に取り組んだのだ。
　「具体的には鉛レス化の技術の応用です。また販
路開拓では、自社のWebコンテンツの充実やSNSと
の連動、さらには雑誌広告の出稿、展示会出展など
について支援していただくことでした」（丸山社長）
　鉛レス化は、環境保護の観点からまず家電業界が
着目し、高岡の銅器業界も同様に先駆けて取り組ん
でおり、その技術をTAPPのルアー開発に生かそうと
いうもの。Webの充実については同社のサイトをご覧
いただくとして、雑誌広告や展示会出展について紹
介しよう。

「TAPPのルアーが一番面白い」

　広告は正確にいうと、雑誌と書籍の機能を併せ
持ったムック、『ロックフィッシュ地獄2016-2017』への
出稿だ。表紙をあけたトビラのページに同社のルアー
の広告を掲載し、続いて本文には4ページにわたって
富山湾でのユーザーの使用感が紹介された。

　また展示会出展は「ジャパンフィッシングショー
2017」で果たされ、パシフィコ横浜で開催された日本
最大の釣具のビジネスショーの3日間を丸山社長はこ
う振り返った。
　「展示会には約38000人の入場者がありました。中
でも当社のブースは人気で、『一回りしてきたけど、
TAPPのルアーが一番面白い』と口々にほめてくれま
したし、新しいバイヤーとのコンタクトもできて販路が
開けました」
　平成29年1月には、県に申請していた経営革新計
画が承認された。この申請は、当中小企業支援セン
ターのマネージャーがサポートしたものであったが、ル
アーの生産が追いつかなくなっていた同社の製造ラ
インを整えるために大きな役割を果たしたのであった。

事例
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●とやま中小企業チャレンジファンド事業（小さな元気企業応援事業）
●若者・女性等創業チャレンジ支援事業 ●県経営革新計画支援メニュー

「名古屋キープキャスト2016」（左）と「ジャパン
フィッシングショー2017」の同社ブースの様子。
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